
 
 
 
 
 
 

 

 
 
１．はじめに 
携帯電話を使った電

されるように､近年のイ

術及び環境の普及は飛

所を知らない勢いであ

てにおいて、コンピュー

トワーク技術に依存す

も２,３年前であれば到
機能を､あまり意識しな

い。しかしながら､それ

ことの出来るコンピュ

―ク管理関係技術者）

現状であり､下のような

にすることである。 
①社内LANが稼動中で
打合せを行った数時

けることが出来る。

②コンピュータが立上

アニメーションを使

プレゼンテーション

③『上手くいけば』近

パソコンでその日の

続しホームページを

しかし､いずれのケー

仮定が崩れてしまった

なくなってしまうこと

ケースなどは、上手く

多く､電話で問合せよう

後やっと繋がったと思

嵐にあってしまい､結果

をかぶったままになっ

現在､コンピュータ（

められているのは､何か

なのか？の原因を冷静

り返しながら､いろいろ

す技術である。 
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２．望まれる教育環境 

(1)コンピュータ及びネットワーク･システムに異 子メールの爆発的普及に代表 
常が起こっても､原因を分析し解決策を見つけ ンターネットを利用した技 
ることの出来る技術者育成を目的とした教育 躍的であり､まさにとどまる 
環境（必要に応じてOSの再インストールが る。同様に､我々の生活環境全 
きるような自由度の高い環境）。 タ或いはコンピュータ･ネッ 

(2)サーバ用OSとして広く利用されているLinux る割合も急増している。我  々
  の基礎教育が可能な環境。 底考えられなかった便利な 

(3)ネットワーク基礎教育が可能な環境。 いで利用していることが多 
らの”便利さ”を裏方で支える  

３．ハードウェア構成 ータ技術者（特に､ネットワ 
 教室のハードウェア構成は、図１のとおりである。 は､大幅に不足しているのが 
ソフトウェアは､演習で実際にインストールした 事柄は､我々が身近でよく眼

Turbo Linuxを､そのまま利用した。 
あれば､営業マンは､客先と  
間後には､見積書をFaxで届  
 
がれば､技術者は､素晴らしい 
った提案書を作り､上手に 
することが出来る。 
所の大型電気店で買ってきた 
うちにインターネットに接 
見ることが出来る。 
スでも“……であれば”の 
らどうであろうか？何もでき 
は明白である。殊に､③の 
いかない事のほうが圧倒的に 
として､何回ものダイヤルの 
ったら､いきなり専門用語の 
的には沢山のパソコンが埃 
ているものと思われる。 
ネットワーク）の世界で求 
の異常があったときに何故 
に分析し､必要なテストを繰

な角度から解決策を探し出 
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 図１ ハードウェア構成図   

合計　　　４８台

CPU　　　：Ｃｅｌｅｒｏｎ　950Mhz

OS　　　　：無し（TurboLinux)

ﾒﾓﾘｰ容量：１２８MB

ﾊｰﾄﾞディスク容量：４０GB

合計　　　４８台

CPU　　　：Ｃｅｌｅｒｏｎ　950Mhz

OS　　　　：無し（TurboLinux)

ﾒﾓﾘｰ容量：１２８MB

ﾊｰﾄﾞディスク容量：４０GB

４．OS（Turbo Linux）のインストール 
  一台のコンピュータを複数の学生に､あたかも 
自分専用機のように利用させるため次のような手 
順でインストールを行った。最初の学生はパー 
ティション番号１に約４ＧＢを確保して､そこに 
インストールした。 
２番目の学生は､パーティション番号２に､やはり 
約４GBを確保し､そこにインストールした 
（最大１０パーティションの確保が可能）。 
各々の学生は､ブートローダ設定時点で､ブートフ 
ロッピーを作成し､そのフロッピーがないとシス 
テムは立上らないようにした（ハードディスク 
からの立上げは不可能）。一台のコンピュータにお 
けるディスクパーティションとシステム立上げ用 
ブートフロッピーの関係を､図２ に示す。 
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ﾊﾟー ﾃｨｼｮﾝｎ 

 

ﾊﾟー ﾃｨｼｮﾝ２ 

ﾊﾟー ﾃｨｼｮﾝ１ 

 

(4) ハードディスクの有効活用が出来る。  
  

６．演習内容  
 演習にあたっては､細かな知識を一方的に詰め込  
もうとして『コンピュータの基礎的知識を学習する  
意欲』をなくさないように､出来ればより一層興味を  
持たせるように配慮した。ネットワークの説明では､  
殆どの学生が使いこなしていると思われるインター  
ネット（主に利用技術）を教材に利用し以下の手順  
で実施した。  

   図２ ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝとﾌﾞｰﾄﾌﾛｯﾋﾟｰの関係 まず､普段無意識に使っていることを､あえて素朴 
な疑問として取り上げ､解り易く解説しながらネッ    

 次に､ネットワークの設定では､DHCPを使わず トワークの詳しい仕組みを理解させる形で進めた。 
にIPアドレスなどの項目をセットし､同時にホス 例えば､Webサーバを説明するために 
ト名は学籍番号を利用し､システムが立上った時 ①やさしいHTML文を作らせ表示させる。 
に認識できるようにした。 ②なぜ表示できるのかを説明しながらWebブラ 

ウザの”役目”と”働き”にもふれる。  
５．本教育環境の特徴 ③Webサーバの存在､役目､働きを詳く説明する。 

(1)学生は､インストール時に作成したブート ④ブラウザとWebサーバをつないでいるhttp  
フロッピーでシステムを起動する。システム プロトコルに関する説明をする。 
は自分独自のパーティションで起動している の手順で行った。 
ので誰にも気兼ねすることなくいろいろな操 教材として利用したインターネットに関する素朴 
作を自分でテストして確認することが出来る。 な疑問､解答の概略､関連するネットワークの要点 

(2)OSのインストールを経験（場合によっては を 表１ ネットワーク応用･演習の概要 に示す。 
複数回）することで違った角度のコンピュー  
タ知識を得る事が出来る。 ７．おわりに 
また､１００％与えられた学習環境での演習  今後､以下を検討していきたい。 
と比べると自分がインストールしたという事 (1)学生の興味をひく内容で､なおかつ､教育者側 
で学習意欲の向上が期待できる。 が教えたいポイントを含んだ教材の作成。 
 (3)自由度の高い教育環境（いろいろな操作の結  (2)一台の機械に複数の管理者を置くことは本来  
果コンピュータが元に戻らなくなってしまっ  無理がある。管理者であれば､他ユーザ領域の 
たら自分で再インストールすればよい）を 削除等は自由に行えるが､それらを行わないよ 
多数の学生に提供することが出来る。 うな倫理面の教育。 
  

インターネットに関する素朴な質問    解   答  概   要         ネットワークの要点 
1 インターネットって何？       パソコンを電話回線につなぎ､接続業者に      モデム 
 どうしたら利用出来るの？       登録すれば､後は閲覧用ソフトで自由に      プロバイダ 
                    検索することが出来る。             ブラウザ 
2 海外と通信しても通話料金は     プロバイダのアクセスポイント(中継基地)      インターネット接続 
 市内料金でよいのか？        までの料金を支払えばよい。            ソフトの役割り 
3 電話しながらインターネットも    電話回線を ISDN方式に切り替えれば        ISDN 
 出来るって本当なの？        出来ます。電話回線は既設回線を利用。        ADSL 
4 電子メールが見られるのは      プロバイダが管理している､送信メールと       メール・サーバ 
何故？               受信メールを受付けるコンピュータがある       SMTPサーバ 

から。                          POPサーバ 
5 ホームページやメールは       情報(ホームページやメール)を分割して        パケット 
どんなふうにして届くの？      各々にヘッダーを付けて相手に送り受取       プロトコル 
                  った側で組立てて表示する。 
                                    

                      表１ ネットワーク応用･演習の概要 
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